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　美濃加茂市は、豊かな大地と清流木曽川に代表される豊かな水に恵まれ、

多くの生き物を育む自然と共生しながら発展してきました。市の経営理念で

ある「孫子の代まで住み続けられるまち」を推進するために、「里山千年構想」

など自然との共生を進める事業に取り組んでいます。

　このたび、みのかも定住自立圏の８市町村が共同で自然環境基礎調査を行い、本書を刊行する

こととなりました。この圏域の自然環境が網羅されており、身近な自然への理解を深め、未来の

世代へ引き継いでいくための大切な文献となっています。ぜひ、多くの皆様に手に取っていただき、

地域を挙げて自然との共生の取り組みにご活用いただけることを願っております。

　結びに、本書の作成にあたり、多大なご尽力を賜りました関係者の皆様に心から感謝申し上げ、

刊行にあたってのごあいさつといたします。

未来へのバトン
美濃加茂市長　伊藤　誠一

　「守りたい加茂の豊かな自然」の完成をお慶び申し上げます。またこれまで、

調査や研究をされ、編集にご協力いただきました皆様に感謝申しあげます。

こんなにも多くの種が、絶滅危惧種や準絶滅危惧になっているのを、知りま

した。そしてこんなに多くの外来種がいることもわかりました。

　ぜひこのレッドデーターブックを、多くの方に見ていただいて、自然が危機にあるということ

を知ってもらい、少し自然に目を向けていただくようなきっかけになればと思います。さらに進

んで、ネコギギやウシモツゴなどの繁殖活動に協力することや、外来種が増えないような取り組

みに参加するなどの行動になると、この本もより生きてくると思います。私たちの環境は、まず

私達で守っていきましょう。

「守りたい加茂の豊かな自然」完成を祝って
坂祝町長　南山　宗之

　富加町は、加茂地域の西部に位置し、面積約16㎢と小さな町ではありま

すが、町の北部の山地から中央部を流れる津保川と川浦川、平野部の田園な

ど豊かな自然環境に恵まれ、多様な野生動植物が生息生育しております。

　しかしながら、近年における私たちの日常生活や社会経済活動によって、

希少な野生生物の消滅などが危惧されており、この地域の豊かな自然を次の世代に引き継いでい

くためにも、これらの保全に向けた取組みが急務となっています。

　こうした中、「守りたい加茂の豊かな自然」が刊行されることとなり、各地域における生物多様

性や自然環境保全の取組みの基礎資料として、多くの皆様に活用されることを願っております。

　最後に、本書の作成にあたり、多大のご尽力いただきました関係者の皆様に心から感謝とお礼

を申し上げます。

ごあいさつ
富加町長　板津　德次

発刊のご挨拶
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種の概要： 琵琶湖・淀川水系の固有種で、殻長10cm程に成長する。殻長に比べて
殻幅が広い大型の二枚貝。殻頂部が著しく膨らみ、突き出る。殻は薄く、光沢のあ
る淡黄褐色から黒褐色である。繁殖しやすく各地に人為的に移殖されている。琵琶
湖周辺では食用として流通している。

侵入状況：加茂地域では坂祝町の木曽川の人工的に作られたワンドで生息が確認さ
れた。加茂での生息確認はここのみであり、今後繁殖する恐れもあり、推移を見守
る必要がある。

マルドブガイ
Anodonta calipygos イシガイ科

（撮影：伊藤　玄）

種の概要： 北アメリカ原産の巻き貝で、殻の高さ12mmくらい、黄褐色半透明で光
沢がある。外見はモノアラガイにやや似ているが、殻の巻く方向が逆であることや、
触角が細長い鞭状であることなどから区別できる。汚染や環境の変化に強く、流れ
のない汚れた川に多い。雑食性で、動物の死骸も食べる。ゼラチン質の卵塊を水草
などの上に産み、分布を広げている。

侵入状況：1940年頃日本に入ってきたものと思われる。水槽などでは卵塊が藻類な
どに付着し、知らない間に繁殖している。美濃加茂市や富加町、川辺町の排水路や
溜池などに生息している。

サカマキガイ
Physa acuta サカマキガイ科

種の概要： 南アメリカ原産で、1981年に日本に食用のタニシとして入ってきたと言わ
れている。殻高5cm以上になるタニシ型の巻き貝で、殻には黄褐色から赤褐色の帯
が多数ある。雌貝が夜間水上に出て植物の茎や水路壁に赤桃色の卵塊を産む。食
用として飼育していた個体が逃げ出し分布を広げた。イネなどに食害があり駆除が
奨励されている。

侵入状況：加茂地域では岐南町からの土砂の運搬に混入して美濃加茂市に侵入した
と言われている。ここ数年美濃加茂市では赤い卵塊を見つけた市民から報告が入る
ようになった。徐々にではあるが分布域は拡大している。

スクミリンゴガイ
Pomasea canaliculata リンゴガイ科

種の概要： タイワンシジミは中国、台湾など東南アジアから入ってきたマシジミそっ
くりの二枚貝である。見た目でマシジミと区別することは困難で、生物調査ではマ
シジミとして報告されている場合が多い。比較的汚れた水に強く、三面護岸の水路
にわずかに積もった泥や、小さなくぼみでも生息する。生息密度も高く、土砂よりシ
ジミが多いぐらいになる。

侵入状況：加茂地域のうち、特に坂祝町や美濃加茂市では、気がついた時にはシジ
ミが多くなっていた。それも本来の清流域でなく、少し汚れた河川に多く見られるよ
うになった。それらはタイワンシジミと考えられるが、マシジミとの判別が十分にな
されていないため、正確な分布は定かではない。

タイワンシジミ
Corbicula fluminea シジミ科

重点対策外来種

その他の総合対策外来種

執筆：安藤志郎・小栗克彦
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■生物多様性調査の調査協力員（敬称略）
浅井幸治、荒井智新、伊藤　玄、伊佐治要衛、市岡正太郎、井上かず子、岩井立弥、上坂宗盛、大西和輝、
岡本美千代、小澤貴博、小澤将博、加藤　浩、金本麻衣子、河合和喜夫、北西　滋、栗本重秋、栗山五十鈴、
桑畑直喜、小池　純、後藤真一、佐伯美千代、佐伯好典、榊間釟朗、桜井英男、桜井まゆみ、佐野康雄、
白木　麗、白村公二、新海由紀子、竹内恵美子、竹腰哲也、田原治明、田口孝明、田口浩昌、田口正己、
土屋　滋、土屋朋子、則武佳郎、服部勝治、平岡正男、古田あや子、本多金代、三品市雄、宮澤杉郎、宮西祐治、
村瀬文好、森　茂樹、安江一真、安江サクエ、安江定夫、安江保民、安江　誠、安江良樹、柳川桂一、
山田美恵子、山本輝正、吉田嘉広、渡辺武義、渡辺和昭、渡辺泰久　

■写真提供（敬称略）（記載していない写真は執筆者撮影）　
伊藤　玄、伊藤　淳、今瀬美根子、岩井立弥、岩田隆太郎、大塚之稔、大塚英樹、貝川友子、河合和貴夫、
北村博司、岐阜県保健環境研究所、岐阜県立八百津高等学校自然科学部、河野勝行、坂井也斗、清水典之、
髙橋　弘、多田多恵子、築樋直見、常川　真、中島和典、則武佳郎、長谷川道明、日江井康隆、東白川村、
松井英司、村長昭義、森田善朗、安江一真、安江サクエ、安江良樹、渡辺鉃之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■調査協力機関（敬称略・順不同）
日本ライン漁業協同組合、津保川漁業協同組合、飛騨川漁業協同組合、木曽川中流漁業協同組合、
津保川漁業協同組合伊深支部、津保川漁業協同組合三和支部、
岐阜大学地域科学部、岐阜県博物館、伊深まちづくり協議会、
美濃加茂市立太田小学校、美濃加茂市立山之上小学校、美濃加茂市立蜂屋小学校、
美濃加茂市立加茂野小学校、美濃加茂市立伊深小学校、美濃加茂市立三和小学校、
美濃加茂市立下米田小学校、美濃加茂市立山手小学校、富加町立富加小学校、
川辺町立川辺西小学校、川辺町立川辺東小学校、八百津町立和知小学校、白川町立蘇原小学校、
岐阜県立八百津高校自然科学部、岐阜県立加茂農林高校自然科学部
岐阜県（可茂県事務所環境課、可茂農林事務所）、坂祝町（住民課、水道課）、富加町（産業環境課）、
川辺町（産業環境課）、七宗町（農林課、水道課）、八百津町（水道環境課）、白川町（建設環境課）、
東白川村（建設環境課、総務課）、美濃加茂市（環境課、文化振興課、農林課、土木課）

■標本・データ提供（敬称略・順不同）
春澤圭太郎、大岩渓太、佐伯皇亮、松田有矢、森　一揮、足立京志朗、平井研人、丸山兼資、鷲見勇亮、
神戸将崇、黒田　亘、武知　悠、倉内桃嘉、清水若菜、苅田洋子、岐阜県立加茂農林高等学校自然科学部、
川端里央奈、安江侑紗、安江智輝、楳田一博、永田信廣、和田吉紀、側島優希、浅野拓斗、田口優斗、近藤圭馬、
平井規央、竹中也人、中島和典、平野守朗、水野怜音、渡邉　空、松元秀斗、成木奈々、松岡隼平、三好さやか、
八代美紀、渡辺敏彦

■標本同定協力者（敬称略・順不同）
森本　桂(九州大学)、高橋和弘(日本甲虫学会)、林　靖彦(日本甲虫学会)、春澤圭太郎(双翅目談話会)、
大石久志(双翅目談話会)、市毛勝義(双翅目談話会)、竹内裕人(双翅目談話会)、小菅皇夫(双翅目談話会)、
鈴木　浩(双翅目談話会)、田悟敏広(双翅目談話会)、伊藤憲正(双翅目談話会)、岩佐光啓(双翅目談話会)、
柿沼　進(双翅目談話会)、初宿成彦(大阪市立自然史博物館)、伊澤和義(日本甲虫学会)

■調査データ並びに標本、資料等の整理・作成　協力（敬称略・順不同）
岐阜大学教育学部　須山研究室
岐阜大学地域科学部　向井研究室
井原彩笑、吉田のぞみ、永田幸枝、岩井立弥、伊藤　玄、松本佳大、近藤湧生、夏廐悠斗、島部日向子、
長屋美希、沢村祐輝、小林幸子、高橋則子
岐阜県博物館サポーター岐阜県の魚研究会

■イラスト（敬称略）
渡辺　祟

あとがき
　３年間の調査、その後のまとめの１年を経て、今回の調査はひとまず完了した。しかし、これ

で完成したわけではない。文章にまとめている間、次々に新しい事実が明らかになり、ここに紹

介できなかったこともある。調査はまだ不備だらけであるし、未調査の分野、未調査の地域も多く、

新たな知見がこれから出てくるものと考えられる。私たちのまわりの自然環境は、私たち人間も

含めて常にそして急激に変化している。今回の調査を出発点として、調査を継続し変化する自然

環境の把握に努めていく必要性を痛感している。

　2010年生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）が名古屋市で開催された。これをきっかけ

に「生物多様性」という言葉が広がったが、一方で言葉だけが一人歩きしているように感じたのは、

私だけではないのではないか。美濃加茂市でオヤニラミが見つかり、環境課の方と駆除する中で、

環境を生物多様性の視点で考え直せないだろうか、環境は一行政区だけの問題ではなく周辺市町

村も係わる問題でもあるとの思いから、地域が集まって環境問題を考える場が必要ではとの考え

を持つことになった。幸いこの地域には、みのかも定住自立圏構想があり、これに基づいて８市

町村の担当者の熱意で「生物多様性」をキーワードに５年計画で環境フェアを開催してきた。合

わせて各市町村に出かけ生物多様性についての講演会や巡回写真展も行い、地域に住む皆さんに

調査への参加、協力を募った。今回の自然環境基礎調査は地域に住んでいる調査員との協力により、

進めることが出来た。これからの展望も開け、2019年度に生物多様性基本戦略を立ち上げること

になった。

　「守りたい加茂の豊かな自然」の刊行にあたり、調査に協力していただいた方々の名簿作成のた

め、名前の確認の手紙を出した。返信のはがきの中に、白川町黒川の安江良樹さんが亡くなった

との奥様の文字を見つけ、突然の訃報に言葉を失った。

　安江良樹さんには植物調査でお世話になった。共に山を歩き、貴重な植物を教えていただいた。

とても博学で、書斎には植物図鑑だけでなく昆虫の図鑑も並んでいた。シラヒゲソウの写真を撮

りに安江さんの自宅を伺ったのは亡くなる一ヶ月前のことだった。その後、レッドデータに載せ

るための写真を送っていただいたのが最後となった。

　加茂地区は生物調査がされておらず、まさに生物データの空白地帯であった。その意味でも今

回の調査はこの地域にとって重要な意味があるといえる。

　生物調査は一人で出来るものではない。今回、多くの調査員の支えがあって初めて可能となった。

本当に多くの方々や関係機関の協力・支援をいただいたことに感謝申し上げたい。

　　平成31年3月

　　　　　　　　守りたい加茂の豊かな自然  編集委員会委員長・美濃加茂自然史研究会　安藤　志郎
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■生物多様性調査の調査協力員（敬称略）
浅井幸治、荒井智新、伊藤　玄、伊佐治要衛、市岡正太郎、井上かず子、岩井立弥、上坂宗盛、大西和輝、
岡本美千代、小澤貴博、小澤将博、加藤　浩、金本麻衣子、河合和喜夫、北西　滋、栗本重秋、栗山五十鈴、
桑畑直喜、小池　純、後藤真一、佐伯美千代、佐伯好典、榊間釟朗、桜井英男、桜井まゆみ、佐野康雄、
白木　麗、白村公二、新海由紀子、竹内恵美子、竹腰哲也、田原治明、田口孝明、田口浩昌、田口正己、
土屋　滋、土屋朋子、則武佳郎、服部勝治、平岡正男、古田あや子、本多金代、三品市雄、宮澤杉郎、宮西祐治、
村瀬文好、森　茂樹、安江一真、安江サクエ、安江定夫、安江保民、安江　誠、安江良樹、柳川桂一、
山田美恵子、山本輝正、吉田嘉広、渡辺武義、渡辺和昭、渡辺泰久　

■写真提供（敬称略）（記載していない写真は執筆者撮影）　
伊藤　玄、伊藤　淳、今瀬美根子、岩井立弥、岩田隆太郎、大塚之稔、大塚英樹、貝川友子、河合和貴夫、
北村博司、岐阜県保健環境研究所、岐阜県立八百津高等学校自然科学部、河野勝行、坂井也斗、清水典之、
髙橋　弘、多田多恵子、築樋直見、常川　真、中島和典、則武佳郎、長谷川道明、日江井康隆、東白川村、
松井英司、村長昭義、森田善朗、安江一真、安江サクエ、安江良樹、渡辺鉃之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■調査協力機関（敬称略・順不同）
日本ライン漁業協同組合、津保川漁業協同組合、飛騨川漁業協同組合、木曽川中流漁業協同組合、
津保川漁業協同組合伊深支部、津保川漁業協同組合三和支部、
岐阜大学地域科学部、岐阜県博物館、伊深まちづくり協議会、
美濃加茂市立太田小学校、美濃加茂市立山之上小学校、美濃加茂市立蜂屋小学校、
美濃加茂市立加茂野小学校、美濃加茂市立伊深小学校、美濃加茂市立三和小学校、
美濃加茂市立下米田小学校、美濃加茂市立山手小学校、富加町立富加小学校、
川辺町立川辺西小学校、川辺町立川辺東小学校、八百津町立和知小学校、白川町立蘇原小学校、
岐阜県立八百津高校自然科学部、岐阜県立加茂農林高校自然科学部
岐阜県（可茂県事務所環境課、可茂農林事務所）、坂祝町（住民課、水道課）、富加町（産業環境課）、
川辺町（産業環境課）、七宗町（農林課、水道課）、八百津町（水道環境課）、白川町（建設環境課）、
東白川村（建設環境課、総務課）、美濃加茂市（環境課、文化振興課、農林課、土木課）

■標本・データ提供（敬称略・順不同）
春澤圭太郎、大岩渓太、佐伯皇亮、松田有矢、森　一揮、足立京志朗、平井研人、丸山兼資、鷲見勇亮、
神戸将崇、黒田　亘、武知　悠、倉内桃嘉、清水若菜、苅田洋子、岐阜県立加茂農林高等学校自然科学部、
川端里央奈、安江侑紗、安江智輝、楳田一博、永田信廣、和田吉紀、側島優希、浅野拓斗、田口優斗、近藤圭馬、
平井規央、竹中也人、中島和典、平野守朗、水野怜音、渡邉　空、松元秀斗、成木奈々、松岡隼平、三好さやか、
八代美紀、渡辺敏彦

■標本同定協力者（敬称略・順不同）
森本　桂(九州大学)、高橋和弘(日本甲虫学会)、林　靖彦(日本甲虫学会)、春澤圭太郎(双翅目談話会)、
大石久志(双翅目談話会)、市毛勝義(双翅目談話会)、竹内裕人(双翅目談話会)、小菅皇夫(双翅目談話会)、
鈴木　浩(双翅目談話会)、田悟敏広(双翅目談話会)、伊藤憲正(双翅目談話会)、岩佐光啓(双翅目談話会)、
柿沼　進(双翅目談話会)、初宿成彦(大阪市立自然史博物館)、伊澤和義(日本甲虫学会)

■調査データ並びに標本、資料等の整理・作成　協力（敬称略・順不同）
岐阜大学教育学部　須山研究室
岐阜大学地域科学部　向井研究室
井原彩笑、吉田のぞみ、永田幸枝、岩井立弥、伊藤　玄、松本佳大、近藤湧生、夏廐悠斗、島部日向子、
長屋美希、沢村祐輝、小林幸子、高橋則子
岐阜県博物館サポーター岐阜県の魚研究会

■イラスト（敬称略）
渡辺　祟

あとがき
　３年間の調査、その後のまとめの１年を経て、今回の調査はひとまず完了した。しかし、これ

で完成したわけではない。文章にまとめている間、次々に新しい事実が明らかになり、ここに紹

介できなかったこともある。調査はまだ不備だらけであるし、未調査の分野、未調査の地域も多く、

新たな知見がこれから出てくるものと考えられる。私たちのまわりの自然環境は、私たち人間も

含めて常にそして急激に変化している。今回の調査を出発点として、調査を継続し変化する自然

環境の把握に努めていく必要性を痛感している。

　2010年生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）が名古屋市で開催された。これをきっかけ

に「生物多様性」という言葉が広がったが、一方で言葉だけが一人歩きしているように感じたのは、

私だけではないのではないか。美濃加茂市でオヤニラミが見つかり、環境課の方と駆除する中で、

環境を生物多様性の視点で考え直せないだろうか、環境は一行政区だけの問題ではなく周辺市町

村も係わる問題でもあるとの思いから、地域が集まって環境問題を考える場が必要ではとの考え

を持つことになった。幸いこの地域には、みのかも定住自立圏構想があり、これに基づいて８市

町村の担当者の熱意で「生物多様性」をキーワードに５年計画で環境フェアを開催してきた。合

わせて各市町村に出かけ生物多様性についての講演会や巡回写真展も行い、地域に住む皆さんに

調査への参加、協力を募った。今回の自然環境基礎調査は地域に住んでいる調査員との協力により、

進めることが出来た。これからの展望も開け、2019年度に生物多様性基本戦略を立ち上げること

になった。

　「守りたい加茂の豊かな自然」の刊行にあたり、調査に協力していただいた方々の名簿作成のた

め、名前の確認の手紙を出した。返信のはがきの中に、白川町黒川の安江良樹さんが亡くなった

との奥様の文字を見つけ、突然の訃報に言葉を失った。

　安江良樹さんには植物調査でお世話になった。共に山を歩き、貴重な植物を教えていただいた。

とても博学で、書斎には植物図鑑だけでなく昆虫の図鑑も並んでいた。シラヒゲソウの写真を撮

りに安江さんの自宅を伺ったのは亡くなる一ヶ月前のことだった。その後、レッドデータに載せ

るための写真を送っていただいたのが最後となった。

　加茂地区は生物調査がされておらず、まさに生物データの空白地帯であった。その意味でも今

回の調査はこの地域にとって重要な意味があるといえる。

　生物調査は一人で出来るものではない。今回、多くの調査員の支えがあって初めて可能となった。

本当に多くの方々や関係機関の協力・支援をいただいたことに感謝申し上げたい。

　　平成31年3月

　　　　　　　　守りたい加茂の豊かな自然  編集委員会委員長・美濃加茂自然史研究会　安藤　志郎
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